
生
活
に
密
着
し
た

施
策
の
選
択
と
集
中
に
重
点

　平成21年度予算が決まりました。
　本年度は、国の制度改革や、県の財政構造改革プログラムによる交付金などの削減に
加え、景気低迷による税収減などにより、これまでにない限られた財源での予算編成に
なりました。
　市では、総合計画の具体化に向け、最大の効果を発揮していくよう、あらゆる経費を
抑えながら真に必要な事業の選択、また一部の事業では、抜本的な見直しを行い、生活
に密着した事業に集中させながら、財政基盤の強化を最優先することとしています。

甲賀市長

中嶋武嗣

　

今
、地
方
自
治
体

で
は
国
や
県
の
制

度
の
限
界
に
加
え
、

深
刻
な
経
済
情
勢

の
拍
車
が
か
か
り
、

地
域
間
競
争
を
超

え
た
各
自
治
体
の

実
力
が
試
さ
れ
る
時
代
を
迎
え
た
と
申
し
あ

げ
て
も
過
言
で
は
な
く
、ま
さ
に
難
し
い
局
面

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
は
、過
去
4
年
、合
併
協
議

に
よ
る
協
定
項
目
や
、引
き
継
ぎ
事
項
に
取
り

組
み
な
が
ら
、子
育
て
支
援
や
福
祉
、教
育
を

優
先
し
た
独
自
の
施
策
を
展
開
す
る
一
方
で
、

基
盤
強
化
の
た
め
の
積
極
的
な
企
業
誘
致
や

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、自
立
し
た
自
治
体
に
向
か
っ
て

い
る
も
の
の
、平
成
20
年
度
末
で
の
地
方
債
残

高
は
、一
般
会
計
で
4
2
2
億
円
、全
体
で
は

8
8
3
億
円
と
な
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
を
堅
持
し

つ
つ
、財
政
調
整
基
金
の
確
保
を
確
実
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
う
な
ら
ば
、借
入
金
以
上
に
返
済
額
を
増

や
し
、貯
蓄
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
と
い

う
、ま
さ
に「
入
る
を
量
り
て
、出
ず
る
を
制

す
」を
基
本
に
予
算
編
成
を
行
い
、限
ら
れ
た

財
源
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
く
よ
う
、

あ
ら
ゆ
る
聖
域
を
排
除
し
、事
務
事
業
全
体
に

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。当
然
、職
員
数
削
減

や
管
理
職
手
当
て
及
び
特
別
職
の
給
与
一
部

カ
ッ
ト
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
、機
構
再
編
に

よ
る
組
織
の
ス
リ
ム
化
な
ど
内
部
に
メ
ス
を

入
れ
な
が
ら
、補
助
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
施

策
に
対
し
て
も
、福
祉
や
教
育
な
ど
市
民
生
活

に
密
着
す
る
も
の
は
で
き
る
限
り
確
保
し
、こ

れ
ま
で
の
実
績
や
現
状
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

配
分
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
め
ざ
す
甲
賀
市
の
姿
は
、「
エ
ク
セ
レ

ン
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」で
あ
り
ま
す
。直
訳
す
れ

ば
、「
優
れ
た
意
思
決
定
集
団
」と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
て
も
、一
歩
先
を
見
越
し
た
最
良
の
施
策

を
講
じ
る
た
め
に
は
、郷
土
を
慈
し
む
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
受
け
、具
体
的
な
政
策
を
打
ち
出
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
形
成
過
程
で
は
、利

害
に
と
ら
わ
れ
な
い
高
度
な
議
論
を
伴
っ
て

こ
そ
形
づ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、一
市
多
制

度
の
概
念
か
ら
の
転
換
と
、共
助
共
生
の
精
神

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て「
一
つ
の
甲
賀
」を
め

ざ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

好
転
を
期
待
し
つ
つ
も
、今
か
ら
平
成
22
年

度
を
視
野
に
入
れ
、果
敢
に
挑
戦
し
て
課
題
解

決
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、市

民
の
皆
さ
ん
の
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

地方譲与税
4億3,000万円（1.4%） 県税交付金

14億9,600万円（4.9%）

地方交付税
56億9,000万円
（18.6%）

地方特例交付金
1億9,050万円
（0.6%）

国庫支出金・
交通安全対策特別交付金
16億7,827万円（5.4%）

県支出金
19億2,339万円（6.3%）

諸収入
10億2,968万円（3.4%）

繰越金
1億5,000万円（0.5%）

繰入金
12億2,519万円（4.0%）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
11億2,271万円（3.7%）

市　税
134億708万円
（43.8%）

依存財源
136億816万円
（44.5%）

自主財源
169億9,184万円
（55.5%）

市債
22億円（7.2%）

財産収入・寄附金
5,718万円（0.2%）

歳入
306億円

（H20 319億5,000万円）

歳出
306億円

（H20 319億5,000万円）

総務費
34億7,806万円
（11.4%）

民生費
81億4,892万円
（26.5%）

衛生費
38億990万円
（12.5%）

労働費
2億6,894万円（0.9%）

農林水産業費
13億6,699万円（4.5%）

公債費
51億8,751万円
（17.0%）

災害復旧費・予備費
1億円（0.3%）

議会費
2億7,060万円
（0.9%）

教育費
33億5,088万円
（11.0%）

消防費
12億99万円
（3.9%） 土木費

29億5,223万円
（9.6%）

商工費
4億6,498万円（1.5%）

　

世
界
的
な
金
融
危
機
に
よ
り
、

国
全
体
の
経
済
は
、景
気
が
急
速

に
悪
化
し
て
お
り
、本
市
で
も
影

響
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、

一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
と
比

べ
、13
億
5
，0
0
0
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。予
算
編
成
で

は
、事
務
事
業
全
体
に
見
直
し
を

行
い
、市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・

安
全
な
暮
ら
し
を
最
優
先
に
、福

祉
や
教
育
を
は
じ
め
、市
民
生
活

に
密
着
し
た
施
策
・
事
業
に
重
点

を
置
き
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、市
民
税
を
中
心
と

し
た
税
収
の
大
幅
な
減
少
が
予

想
さ
れ
、財
政
調
整
基
金
な
ど
の

積
立
金
の
活
用
や
臨
時
財
政
対

策
債
の
発
行
な
ど
で
補
い
、必
要

な
財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、行
財
政
改
革
に

沿
っ
て
、徹
底
し
た
経
費
の
節
減

を
行
い
な
が
ら（
人
件
費
前
年
度

比
△
2.9
％
な
ど
）雇
用
対
策
を
は

じ
め
、今
や
る
べ
き
施
策
・
事
業

に
着
実
に
取
り
組
む
予
算
と
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、長
期
的
展
望
に
立
っ

て
、継
続
的
に
発
展
し
て
い
く
体

力
を
備
え
る
た
め
、借
金
に
あ
た

る
市
債
は
、借
入
額
以
上
に
返
済

額
を
増
や
し
、貯
蓄
は
確
実
に
行

い
、よ
り
強
固
な
財
政
基
盤
を
築

い
て
い
き
ま
す
。

平成21年度

甲賀市
予 算

施政方針
要旨

「
生
活
重
視
」と「
財
政
強
化
」を
優
先

予　　算　　額
21年度 20年度

特

別

会

計

国民健康保険 79億3,000万円 81億1,000万円
老人保健医療 5万円 8億1,900万円
後期高齢者医療 14億7,900万円 12億1,300万円
介護保険 45億5,300万円 42億5,000万円
公共下水道事業 34億7,200万円 38億円
農業集落排水事業 10億7,600万円 14億4,400万円
土地取得事業 1,440万円 4億1,470万円
野洲川基幹水利
施設管理事業 2,183万円 1,502万円

鉄道経営安定対策基金 2,200万円 2,190万円
鉄道施設整備基金 2,216万円 4,400万円
国民健康保険診療所 5億8,400万円 5億3,160万円
浄化槽管理事業 1億100万円 2億2,218万円

小　　　計 192億7,544万円 208億8,540万円
企
業
会
計

病院事業 10億8,991万円 10億4,049万円
水道事業 44億7,941万円 47億2,556万円

小　　　計 55億6,932万円 57億6,605万円
合　　　計 248億4,476万円 266億5,145万円

■特別会計・公営企業会計

※企業会計の予算額は、「収益的支出」と「資本的支出」の合算

▪一般会計　306億円	（対前年度△13億5,000万円	 △4.2％）
▪特別会計　192億7,544万円
	 （対前年度△16億996万円	 △7.7％）
▪企業会計　55億6,932万円
	 （対前年度△1億9,673万円	 △3.4％）

平成21年度当初予算

■一般会計

〜
行
財
政
改
革
を
着
実
に
実
行
、健
全
な
財
政
構
造
の
確
立
へ
〜
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